
 

団 体 名 西宮市きのこクラブ OB 会 

団体の所在地 西宮市北山町 代表者名 中川 与志雄 

    

１．事業名 夙川堤の並木（松・桜）の保全 

2.実施期間 平成２３年２月１５日～平成２４年２月１４日 

3.主な実施場所 西宮市夙川堤。夙川公民館。西宮市植物生産研究センター 甲山 

4.活動形態 普及啓発活動   実践活動   調査活動 

 

5. 活 動 内 容 ･結

果 
（参加者、階層・人

数等） 

 

 

 

・松露菌の組織分離・継代培養・胞子液作り・寒天培養・培養液の分注を行う。 

 4/5 5/10  7/4  8/23  9/6 10/17  会員延べ 58 名 

・チチアワタケとアカハツの継代培養を行う。 11/22  12/19  会員延べ 15 名 

・夙川堤で対象松 6 本を選定し、各木の根本に 50×50×深さ 50 ㎝の穴を 4 箇所ず

つ堀り、炭材を入れ培養したチチアワタケまたはコツブタケの資材または胞子液を

入れてから現況現況土を被せる作業を実施した。   3/1 23 名（うち会員 10 名） 

・公開講座を 2 回開催する①菌根菌を利用した松の健全育成について～きのこの力

で松を元気に！！②インドネシアにおける菌根菌を使った植林  11/19  12/6  

延べ 95 名（うち会員 30 名） 

・スライド上映会を行う。「甲山定点観察のキノコ記録写真」 12/17 25 名（うち会員

17 名） 

 

6.成果・反響・ 

反省点等 

 

 

 

 

 

・夙川の松の再生に、きのこを利用するということを、一般の人に知っていただくよい

機会になった。 

・夙川や甲山の生態系が豊かであるという認識を得ることにより、自然を大切にしてい

こうという気持ちを、より一層強く持っていただけるようになった。 

・事業の取っかかりが遅かったために、きのこのシーズンとずれて催し物を開催すること

になったことが反省点である。 

 

7.成果物 

 

「甲山のきのこ」のスライド 

 

8.活動写真説明 

 

 

   
コツブタケ採集        コツブタケの組織分離      菌根菌（コツブタケ）の 

胞子液を散布 

 


